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科学技術庁

□
□

金属材料技術研究所

ピラミッドの底辺を拡充せよ

　　　　　　　　　　　　　　人工術埋の仕閉，

　　　　　　　　　　　　　原子炉の発逮，核融

　　　　　　　　　　　　　合反応のエネルギー
　　　　　　一駕　　　　利用等々と地球上の

　　　　覆瀞　貫て貰蝋㌶
　　　　　黒啄．み．　　　　をなしつつおる。こ

　　　　　　　　　　　　　の画畑的発展に対処

　　　　　　　　　　　　　しておくれてはなら

　　　　　　　　　　　　　じと欧米各国ではす

　　　　　　　　　　　　　でに二，三年前から

科学披術振興と科学教育の拡充強化ということが

重大な国策としてとりあげられてきた。わが国に
おいても口召和33年度の政府予算にいささかなりと

もこの線が浮びおがってきたということは心強い

ことである。

　ひるがえって考えてみると，人工衛里にしても

原子力船にしても，またその仙の刺iやかしい新し
い．両i舳勺な科学披術からの所産は，多プ州0）科学

分野の知識が結集されてでき・左）がったもので左）

る。班気二［学，電二戸工学，機械工学，航空」L学，

応片1化学等々の技術の粋を集めてはじめて作りお

げられたものでおる。

　画川白勺な速度を出したり，おるいは画則1コ勺に膨

大な熱エネルギーを取扱ったりするというような

新しい条件を克服してはじめて今までにないよう

な性能のものが創り山される場合に必ずつきまと

う大きな問魍は，この新しい苛酷な条件に耐える

ことのできる材料をいかにすべき’かということで

ある。設計上の高遮に耐える材料があれぼ，設i引’

上の高舳こ耐える材料が左）れぼ，ま）るいは設計上

第3音1雌柳原 正

の腐食条件に耐える材料があれぼ所期の性能を山

し得るものが完成されるのだがという難関に必ず

つきあたるものである。また時には金属材料につ

いての研究成果が今までにない高性能のものを作

り山させたという場合もおる。このような場合に

はいつも金属材料研究者はえんの下の力もちとし
てのピラミッドの底辺の役害■1を果してきているこ

とを深く認識して頂きたいのである・

　ピラミッドができあがると，人々はその全容と

その高さに目をみはるのが常である。しかしその

底辺が確固としており，かつまたその底辺が十分

な大きさを持たない限り，大きなしっかりしたピ

ラミッドを建造することは不可能となる。われわ

れ金属材料技術研究所貴はこの点をよく認識して

このピラミッドの底辺の碓固としたレベルアップ

のために日夜努力しているのである。

　しかしこの底辺の拡大強化のために与えられて

きた継済的衷付けははなはだ心もとないものであ
って，胆1i舳コ勺発股をなしつつある現代の科学披術

界の要青1，1に対応すべき使命をになうのにはいささ

か心細い状態に亥）る。当仙1二先所は創立後第3年］

を迎えるのであるが所属人員はわずかにユ20名の

定員にすぎない。工作工場，試験工場，実駁場そ
の他試験研究設伽iの整倣i状況を見ても，とても典

代の金属材料技術研究を実施するのには事足りぬ

状態にある。一進展速度の異常に増大している現在

の科学披術界を直槻する時，われわれの切に願う
ところは，われわれの研究設備に対する近代的装

術化を一目も早く完了して，有効適ワ」に近代技術

外の充脹の上にオ）れわれの有する責任を央させて

頂きたいということのみであるO
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鋼中の析出物・非一金属介在物を探る
鋼および特殊鋼の析川伽非金属介在物の挙動を　　　カ法による炭化物，（d）は（o〕の電子同折像である。

研究することは，これら鋼の品質向．ヒにとって必　　　これらを比校するとつぎのことがわかる。

要欠くべからざる事柄でおる。この鋼の中の析川　　　①　炭化物は，（乱）および（b）に比して（C）の場合が大

物・非金属介在物を電子顕微鏡で調べる方法を大　　　　きく観察される。これは（a）の場合には表而の組

別すると，（ユ〕レプリカ法による金相学的組繊およ　　　織を見ているために，炭化物はマトリックス中

ぴ分布状態の概察。12）残溢分析法による残澁を透　　　　にある程度埋もれている状態におるからで玄）

過法で大ぎさおよび形状を調べ電子回折を行う。　　　　り，（b〕の場合は電解の際に，幾分か電解液に溶

（3）エキストラクショソレブリカ法により実物を販　　　　かされたたy）と考えられる。

り川して，その大ぎさ，形状，分布状態，金柵学　　　O　炭化物の形状は大小不ilflでま）って，なかには

的組繊を観察し，電子回折を行う。㈱マイクロト　　　棒状のものも存在する。
一ムなどで鋼の薄膜を作り直接観察を行う。（5〕エ　　　0　分布状態にもある程度不均」性がみられる。

レクトロソ・プ1ゴーブ・マイクロアナライザー　　θ筏流分析法の際にみられた炭化物以外の薄い
（E1ectron　PrObe　Microanalyser）による成分分析　　　　小さい基地鉄の存在は，（o）にはみられない。

の5つがあげられる。第2部の材料加工研究室に　　　以、ヒのごとく炭化物の挙助を調べるぱかりでな
おいては，鋼および特殊鋼の’11？岨向」二に1関する研　　　く，さらに非金属介在物の研究な電子孤微銚杓に

究の一環として，本誌第2号に軸受鋼の炭化物の　　　実施しつつある。なお，物理や金研究室と共同の
電解分離の際の電解電位について述べたが，弓」1続　　　もとに，マイクロトームによる鋼の薄膜を使って

　　　　　　　　　　　阜・ン’ゆ∴デ閑0

　　　　　　　　　　　段鳩

　　　　　　　　　　　　二∵4勺㌣二‘

（a）　2段レブリカ法x5000　　　（b）　残沽分析の脚査観炎x5000　　　（c）　エキストラクシヨソ　　　　　　（d）　（c）の篭子回折微

ぎ，エキストラクシヨンレブ。リカ法により炭化物　　　　　レプリカ法x5000　　　　　　（Fe里C）

の概察を行い，（ユ），12），（3）の’力法の比校を行った。　　　の研究なn子弓利33年度に収りあげ，E1ectron　Probe

国産軸受鋼（塩リ1｛性電気炉鋼）の例をつぎに示　　　Analyserの使用についても司1■1査し，予倣侠験を

す・1乱〕はアセチルセルローズ＝カーボソ2段レプ　　　閉姶する段階によ）私このように柵螂物，非金賦

リカ法による軸受鋼の組織，（b）は既蝦の残怖分析　　　介作物の研究なとおして鋼および特殊鋼の1，ll1豚の

法で得た炭化物，（o〕はユキストラクシ冨ソレブリ　　　向上をはかりつつある。

耐熱合金の原料金属は嚴選せよ〃
　　　　　　Ni基耐熱合金の高温特性に及ぼす原料金属の影響

TiおよびA1を含む時効硬化型のNi基耐熱
’合金においては原料金属の純度がその高温特性に

著しく彫響する。娘法が異なる各社のNiとCr
を紅合せて，一定条件でNimonic80合金を熔娘
しその高温山1げクリープ試験を行った結果は図ユ

に示すごとくで，国産のテルミットCrは英岡娘
Crに比して合金のクリープiヒト貫を低下させるが，

lll1雌でも一心解法によるCrは州舳皇のCrよりも

優れた納火を・ケえる。また英1111艘モソドNiを原

料とするものは旧雌の宛解Niによる場合よりも
クリープに対して弱いoしかしながら，クリーブ

強度に対しては原＊斗金属のうちでNiよりもCr
の純度の相違の方がはるかに影響が大きい。当研

究所で高純度電解Crの研究に意を注いでいる所
以もまたここにある・このような高洲I、附の柵遮

は原料金賦の微＝趾不純物巾特にCが大ぎく膨響す

45
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み25
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　　　　　　　　　2（0065州
　　　　　　　　　〃03（0078％c）

　　　　螂2．I嵩二｝　　　　　　　　〃01（00手5’％c）
05　　　　　　　L＿
　0　2　　4　　6　　8　　’0　’2　’4　’6　’820

　　　　　　日寺間（hr）

Nimonic宮O合金の70㌍Cにおける肺げクリuプ1則線
　No．11国産総解Cr＋困旅飛解Ni
　No．21英1珂蝿テルミツトCr＋国座鮒解Ni
　No．31英1．祠拠テル三ツトCr＋英1・j；1拠モソドNi

　No．4：旧雌テル…ツトCr＋ll；1産館解Ni

　No．5：国産テル…ツトCr＋英閥製モソドNi



るものでおることが分析結果から知られ，その原

写工〔1．溶体化処理LたNimonic80合金の顕傲鏡細織x王OO

㌣三．I．

a．　No．1（O．O＝5％C）

　　　　・一1・　ミ坤

　　ぐr　．
ごテ鮒一＞1’義さ・

多・撃払＾’一
．ll㌧・・㍍三」蟻一∴・’i事

1j、…総簿、・、養

b．　No，3‘O．079％C）

因の一つは写火1a～dに示すごとくC濃度の州

すほど結品粒が著しく細かくなることによ・る。

　　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　　　｛’　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　｝　・　一
　　　　　　　　　　　　　　　・・べ　・
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　■　　　　　　　　　　　　・｛　　　・I　　・　　　　｛　　’㌔　　　　　　　　　　　　・　’1　1　　　　　　　　　　・，’．、

　　　　　　　　　　’藁賊謝1」’

c．　No．4（O．125％C） d．　No．5（O．136％C〕

微量分析法の研究
銅の微量■定量法

　第3部では徴最の金属を分析するカ法を研究し

ているが’新しく合成した2一（2一ヒドロキシー

5一メトキシフェニルアゾ）一4一メチルチアゾ

ールが砥々の金属と反応して特有の色を呈し，そ

の感度が非常にすぐれていることについてはすで

に発表した・この有機分析試薬の銅に対する詳細

た検討を試み，その緑色および青色のキレート化

合物により徴量の銅を定量し得ることを見11”し

た。

　pH8近くで銅と反応させると脊色のキレート

化合物を生成し沈股する。このキレート化合物は

銅と試薬が！：2の害■1合で締合しており，イソア

ミルアルコールによく溶け，水屑より杣Hlされ

る。したがって微批の銅を大貴1：の試料溶液より浪

納，定丑することができる。1．9×10■回g’cm2の感

度を有し現在の試薬としては妓高の感度を有して

いる。

　またpH5近くに保つと緑色のキレート化合物

　　0．9

　　0，8

吸　o．『

　o，6光

　　05
及

　04
　0．3

　02
　01

350

馴　　　　6仰　　　　　　　＼．獄士ね、

苫式巽fイリアミ九アルコール〕

　　’一一」｝r水1

634〃〃

静色羽キトト㈱

400　　　　　450　　　　5ω　　　　　ω0　　　700　日ω　苛ω

　　漁長叩

を生成する。これは水溶性があり銅とは1：1の

比で結合している・感度は3×10■og’cm2で市版

試薬中最高の感度を有するジチゾン試薬と同程度

の感度を示す。

　これら緑色および青色の銅キレー・化合物と試

薬の吸収スペクトルを図1に示した。

　緑色のキレート化合物は水溶性なのでE．D．T．A

等で銅イオソを滴定する際にこの試薬を金鰯指示

薬として少最加えておけば，終点で銅イオンが急

激に減少するたy）に，銅キレート化合物の緑色は

，式薬のみによる祈色，すなわち縦一11池となり，1リ1

瞭な色の変化を示す。この変色の様子は滴定時の

溶液のpHによって異なり，pHが低すぎると変

化が緩股になるo変山ρ）様二rをキレート‘1三成定数

より，計算により

求めたのが図2
で，PH5の場合に

E．D．T．Aと銅のモ

ル比が1．0，すな

わち当＝駐点で充分

鋭敏な変己を示す

ことを示してい
る。

　この反応を利川

して，数mg干■■収

の杵鉗，インヂウ

ム弐乍も容易｝こj並芋1肖

定で定缶土すること

ができる。

　　　　　図2　　　当最宍
　。、　　　　　　　1
’。8　　　　／PH50

　　　　　　　　　　’・FH7o

変θo

色

率60

　40

　20

　　　　PH3．O
　　　　　　　PH－O　Pl・’70

　　05　06　σ7　08　岬　〃　〃

　　　　モル止ヒ



33年度予算額きまる一一一
　33年度当所予算ば別記のように原子カ闘係，鰯庫廣務負組行為分を含めると，557，113千i］ヨとなった。

　これを32年」度予算と対比してみると予算洲莫において264，470千門（約g0％）の瑚棚となっている。

　また人川立33年疫…に40名のj’附1が認められたo

　つぎに33｛1三度一刊111の内容について肖・j池’を述べるo

　／．　1設　　五’㍑　　侠j　｛系

　32年度に引続ぎ基本設鮒の整蜥をj亙一榊勺に炎施するが，33｛1三度は新たに試作研究のための！00kg溶解

1三1三延の一述設鮒が認められたので，当所の特色の一つで左。る工’薬化研究が軌遊に棄ることが1ω待される。

　また耐熱材料の研究に必要な各砥クリ｝プ試験機約50台分に必一要な予算が認められたので，他の材料試

験機の整嚇とあいまって，タイミソグを、重要槻する耐熱材料の研究の進腿が則待されると1’酬寺に・，わが関

の材料試験セ1■ターとしての1基盤推立の歩を上〒〕・め得る・

　その他，分析謝燃，工作設蜥，物鯉洲定機滞等の整㈱1予算が認められた。

　2．　　パ：　舎　　　　　后系

　爽鮫庁舎を含む施設彼が認められたので，恒槻恒湿を要するクリーブ試験室，糖密汲1腱室等を巾心とし

た近代■’I勺な一突鮫庁舎（約800坪）の新設がはじめて’呵能となり，汝）わせて熱処理爽験場箏の跳設独物の改

鰺ゼ1｛が秘められたので，33年皮までの設鮒肱充にともなう当醐の独物・スペースの舳迦が解決されること

になる。

　3、　　腸（　二戸　ソ」　1異j　｛系

以’川洲系川二としては・3州肋継絨f舳として・ス㍗レス舳こ1異」す舳究・以了川舳■肩材料の

腐食侵食0）研究のほか，新規に小川研究官を巾心とするドリウムおよびトリウム含金の娘造に関する研究

に一簗する予算が認められた。

　　　　　　　　　　　閉利33年度予算徽（単位干円）
　　　　　33　　勾三　　j度一

人　　　　　　　戯

人什炊庁　　　　　　銚
養式　！駄　　研　　3ヒ　徴

莇皿　　㈹i　炊　　舳豆　呈迎

施微整術

予算郷
　　　　　　　　120名

　　　　　　　　42．506

　　　　　　　2ユ，992

　　　　　　　186．535

　　　　　　　　90．000

　　　　　　　　72，430

ほ力・＃こ｛費務負古猛

　　　　　　413，463

ほか手こf改務魚一旦

83，400

83，400

j泉　　　』ニ　　ソJ　　二’〕ニ　　ェ’；1二　　　　　　　　　　　　88．980

　　　　　32年度紅1f栃工‘［担分28，730の現金化を含む

　　　　　、亨1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88．980

　　　　　32年度伐務工気担分28，730の以金化を含む

総 　　　　　1言11　　　　　　　　　　　502，443

（32年度瞭務負担分28，730の現金化を含む）
　　　　　　　　　｝まカ・セこ｛費1茅劣多し音置　　83，400

1榊i133年6ハ　　　　　　発｛・f

細集発行人　　　　　　　　恭　　　一・一・一　　罰蓄　チ1：

印　　刷　奥村印舳朱式会祉
　　　　　　　　　束舳1；予代川仰藏音川

所

32年度予算綱
　80名

26．934

14．938

96，g91

39，O00

36，070

213，933

　　　　　　　49，980

ほかに縦務魚担28．730

　　　　　　　49，980

＃象カ・＃こf上，｛』劣負〕担　　28，780

　　　　　　　263，9王3

ほか｝こ彼・務魚担　　28，730

科学技術庁金属材料技術研究所
　　　　　　　　　東來郁舳枢1二1＝1帥、｛2Tl…1300番地

　　　　　　　　　　班　　（712）318王～7


